
（新）月の満ち欠け

（旧）「月のみちかけ」 （新）「月の満ち欠け」

以前から『月のみちかけ』という展示はあり、月刊うちゅうでもご紹介させていただい

たことはありますが、その『月のみちかけ』が、２０１９年春のリニューアルで新しくなっ

ています！早いもので、もう一年以上…。以前の『月のみちかけ』同様、「自分が地

球になって、体験しながら、月の満ち欠けを確認する！」ことは変えず、「より見やす

く、わかりやすく、安全に！」パワーアップして皆様のお越しをお待ちしています。下

に、（旧）『月のみちかけ』と（新）『月の満ち欠け』の写真を並べてみました。どんなとこ

ろが新しくなったのでしょうか…？

①月：月を上から吊るすことで、月を支えるアームにぶつかる心配がなくなりまし

た！②太陽：太陽を遠くに、そして、高さやライトを調整することで、月の光っている部

分がよりきれいに見えるようになりました！③月のイラスト看板：その位置で月はどの

ように見えるのか、月の後ろにイラストを吊るし、確認しやすくなりました！④立って操

作：地球の上部からでも月の変化がわかり、数人の方が一緒にご覧いただけます。操

作時に座らなくてもよく、多くの方に体験していただきやすくなりました！

ぜひ、地球とゆっくり回転しながら、月の光っている部分（太陽の光が当たっている

部分）の形が変わっていく様子（月の満ち欠け）を観察してみてください☆月の形が変

わることについては、２０１７年５月号の月刊うちゅうで紹介しています。
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「学芸員の展示場ガイド」では、サイエンスガイドの方といろんな展示を動画で
紹介しています。ホームページからアクセスできますので、ぜひご覧ください！

展示場へ行こう


